
 

 

25 酒類容器等の３Ｒ（スリーアール）の推進 
 

 

近年、廃棄物の減量化、再資源化を通じて地球環境の保全を図ろうとする動きが世界的に高まりを見

せており、我が国においても３Ｒの推進など環境保全に関する施策が強く求められています。 

国税庁は、酒類業界の健全な発達を目的として、酒類業者が「容器包装に係る分別収集及び再商品化

の促進等に関する法律」（容器包装リサイクル法）、「資源の有効な利用の促進に関する法律」（資源

有効利用促進法）及び「食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律」（食品リサイクル法）等の環

境関係法令に適切に対応するよう、消費者に対する啓発や酒類業者に対する指導啓発等を行っています。 

また、酒類業界においては、経済システム、消費構造の変化を踏まえるとともに、環境の世紀といわ

れる21世紀をにらんで、３Ｒ、需要振興及び物流合理化といった様々な観点からどのような容器が酒類

業界の発展に寄与するかを検討するため、平成10年９月に生販三層の関係者で構成する「酒類容器等に

関する協議会」を発足し、平成11年４月に「酒類業界における当面のリサイクル推進のため採りうる方

策」を取りまとめ、次のとおり酒類容器等の３Ｒに取り組んでいます。 

 

リターナブルびん利用促進への取組 

◇ ビールびんや一升びん等のリユース 

 ・ ビールびんや一升びん等は小売店等を通して回収され、リユースされています。これらの中には、

自主回収率がおおむね90％に達するものとして容器包装リサイクル法に基づく自主回収の認定を受け

ている回収率の高いものもあります。 

◇ 清酒用500ml及び300mlのリターナブル用規格統一びん（Ｒびん）の開発・導入 

 ・ 日本酒造組合中央会が、平成４年に500mlのＲびんを、平成14年に300mlのＲびんを開発、導入して

います。 

 ・ 平成20年４月から、一部地域で清酒製造業者、販売店等が協力して、Ｒびんをはじめとした清酒び

んのリユースシステムの構築に取り組んでいます。 

◇ 清酒用720mlのＲびんの開発・導入 

 ・ びん製造業者で作る団体が平成11年に720mlのＲびんを開発し、一部の清酒製造業者が導入しています。   

◇ プラスチックコンテナー（Ｐ箱）の開発・導入 

 ・ 清酒製造業者と流通業界が協力し、昭和48年に一升びん輸送用のＰ箱を開発、導入しています。 

・ 一部のしょうちゅう製造業者において、平成４年にしょうちゅうの一升びん用のＰ箱を開発、導入

しています。 

◇ しょうちゅう用900mlのＲびんのリユースシステムの構築 

 ・ 一部のしょうちゅう製造業者がびん製造業者等とともに、900mlのＲびんのリユースシステムの構築

に取り組んでいます。   

 

 

 

 

 

〇 ３Ｒ（「さんアール」や「スリーアール」といわれます。） 

 Reduce（リデュース：廃棄物の発生抑制）、Reuse（リユース：再使用）、Recycle（リサイクル：再生利用）の頭文

字のRのことで、循環型社会形成推進基本法においては、この順番が優先順位とされています。 

 

 

24 酒類の表示の基準における重要基準 

 

 

   「酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律」（昭和28年法律第７号。以下「酒類業組合法」といい

ます。）第86条の６第１項及び同法施行令（昭和28年政令第28号）第８条の４の規定により、財務大臣

は、酒類の取引の円滑な運行及び消費者の利益に資するため酒類の表示の適正化を図る必要があると認

めるときは、酒類の製法、品質その他これらに類する事項、未成年者の飲酒防止に関する事項及び酒類

の消費と健康との関係に関する事項の表示について、酒類製造業者又は酒類販売業者が遵守すべき必要

な基準を定めることができることとされており、現在、５つの表示基準が定められています。 

更に、酒類業組合法第86条の７の規定により、財務大臣は、表示基準のうち、酒類の取引の円滑な運

行及び消費者の利益に資するため、特に表示の適正化を図る必要があるものを重要基準として定めるこ

とができることとされており、この規定に基づき「酒類の表示の基準における重要基準」（平成15年12

月国税庁告示第15号）が定められています。 

※ 重要基準に違反していると認められるときは、酒類業組合法第86条の６第３項、第86条の７及び第

98条第２号の規定により、重要基準に違反している個々の酒類業者に対して、その基準を遵守すべき

ことを個別に指示した上で、指示に従わなかった場合に命令を行い、更に、命令に違反した場合に罰

則を課すこととされています。   

 

酒類の表示の基準における重要基準を定める件（概要）  

 

⑴ 「清酒の製法品質表示基準」（平成元年11月国税庁告示第８号）のうち、 

① 特定名称（吟醸酒など）を容器等に表示する場合の基準 

② 原材料名など容器等に表示しなければならない事項の基準 

③ 最上級を意味する用語など容器等に表示してはならない禁止事項の基準  

⑵ 「果実酒等の製法品質表示基準」(平成27年10月国税庁告示第18号)のうち、 

① 記載事項の表示に関する基準 

② 特定の原材料を使用した旨の表示に関する基準 

③ 地名の表示に関する基準 

④ ぶどうの品種名及び収穫年の表示に関する基準 

⑶ 「酒類における有機の表示基準」（平成12年12月国税庁告示第７号）のうち、 

① 有機農畜産物加工酒類における有機等の表示の基準 

② 有機農畜産物加工酒類の製造方法等の基準 

③ 有機農畜産物加工酒類の名称等の表示の基準 

④ 有機農畜産物等を原材料に使用した酒類における有機農畜産物等の使用表示の基準 

⑷ 「酒類の地理的表示に関する表示基準」（平成27年10月国税庁告示第19号）のうち、 

地理的表示の保護に関する事項の基準 

⑸ 「未成年者の飲酒防止に関する表示基準」（平成元年11月国税庁告示第９号）のうち、 

① 酒類の容器又は包装に対する表示の基準 

② 酒類の陳列場所における表示の基準 

③ 酒類の自動販売機に対する表示の基準 

④ 酒類の通信販売における表示の基準  
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資源の回収、有効利用への取組 

◇ 店頭回収、回収業者への引渡し等の活動 

・ 一部の小売酒販組合において、地域住民等と協力すること等により、空びんや段ボール等の回収活

動を行っています。 

 ・ 一部の小売店において、リターナブルびん、アルミ缶などの回収量に応じて買い物に使用できるポ

イントを付与すること等により、資源回収の促進に取り組んでいます。  

◇ 酒パックの回収活動 

 ・ 一部の小売店において、リサイクルに取り組む市民団体による酒パックの店頭回収活動に参加・協

力しています。   

・ 一部の酒類製造業者と酒パック製造業者において、酒パックのリサイクルシステムの構築に取り組

んでいます。   

◇ 材質表示の取組 

・ 資源有効利用促進法では容器包装に１か所以上の 

材質表示が義務付けられています（国産のビール系 

飲料等、一部の酒類の缶には２か所に表示されて 

います。）。 

 

各製造業者にみられる様々な３Ｒの取組 

◇ ガラスびんの軽量化 

・ 大手ビール製造業者が、ビールびん（大びん）を605ｇから475ｇへ軽量化しています。 

◇ アルミ缶の軽量化 

・ 大手ビール製造業者が、アルミ缶を軽量化しています。 

◇ ペットボトルの軽量化 

・ 大手しょうちゅう製造業者が、しょうちゅう用のペットボトルを軽量化しています。 

◇ 果実酒用びんなどのリユース 

 ・ 一部の清酒製造業者が、果実酒用びんなどのリユースを目的として、自社の清酒を果実酒用びんな

どに詰めて販売しています。   

◇ ペットボトルのリユース 

・ 一部のしょうちゅう製造業者が、しょうちゅう用のペットボトル（主に料飲食店向け製品）のリユー

スに取り組んでいます。   

◇ 色の混在するカレットを利用したエコボトルの採用 

・ 大手洋酒製造業者が、「込みカレット」（色が混在したガラスくず）を原料とした果実酒用びんを

使用しています。 

◇ 無色びんへの切り替え 

・ 一部の洋酒製造業者及び輸入業者が、果実酒用びんをリサイクルの用途が多様な無色びんへ切り換

えています。 
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